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アリゾナ大学において銀イオンの殺菌効果を評価
テストした結果、殆どの病原菌に対して効果

効果の認められた細菌とウイルスの中でも代表的
なものは下記の通りです。

があることが証開されました。

桑

概  要
細菌名

な原因に るに食中どの他 毒の骨髄炎 な災内膜′ら肺炎 敗血症炎しと 膿て 症、皮 中耳化り 膿性炎症対塩性があブドウ球菌
ども弓き起 すな炎関節炎髄膜を起 し急や 胃腸性 炎スチフ 性疾患サルモネラ菌

こす
起 こ

を起し 症て化膿性炎に侵 入大腸粘膜細胞内す るし 経て 感口 染し、水を介菌性赤痢を赤痢菌

気道、尿路などから感染し、敗血症を起こすクレブシェラ
どを起 すな気道感染) 炎肺るす と よ:こ りを吸弓た水滴が飛散し人しtまる い に存在土 中水中あレジオネラ属菌
りやすな原因に治で難 性感染症の剤菌 抗性に抵外線、紫 抗剤毒し、 の菌種がく ,肖中水 に分布 多シュードモナス

小児麻痺を起こす。経口的に感染して咽頭や腸管
で増え、 枢神経系に達し、主として脊髄前角の運動神経

を破壊し、

四肢に麻痺を起こす

その後血中に出て中

ポリオウイルス

レス あるでイウ集団下痢症の主な原因学童のレラ、コ 白痢)仮性乳幼児の下痢症ロタウィルス

染を起こしゃすく、水痘・帯状疱診ウィルスを含
む

持続感ヘルペスウィルス
■

られています。(参照元 :日本イ
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オツン紫外線昴固蒲像潮繁アルコール系
●オゾン含有空気の吸入で鼻

腔、喉、気管肺に悪影響の

リスク

00 05ppmか o lppmの 許
容濃度がある

・ 食品添加物認可

・ uv― Cは殺菌力が強く、人

間の眼、皮膚 に傷害 を与

え、什器備品の表面を劣化

させることがある

。アンモニア、カフエイン、カ

チオンなどの毒性 は中程

度。大量に使用すると人体

に悪影響

・ 石鹸、合成洗剤 は成分
に

ょって悪影響

・ 70%濃度のエタノールは間
題ないが、メタノールは毒

性が強く危険

・ 可燃性なので火気厳禁

・ 食品添加物として指定され

ている酸性電解水は安全。_

噴霧は厳禁

。次亜塩素酸ナトリウムや塩

酸を希釈したものは要注意

・ 塩素ガス発生のリスク

安全性

oウ イルス、細菌

に空気中、また

用し殺菌 ‐  |

・ バクテリア、藻、かび等を短

時間で死滅
。大腸菌、黄色ブドウ球菌等

には有効       ・
・ 細菌芽胞、かびには効果な

し         ・

。大腸菌、サルモネラ菌、黄色

ブドウ球菌、腸炎ビブリオ

等の一般細菌

●コレラ菌、赤痢菌、腸チフス

等の一般細菌

●インフルエンザウイルス、

かび

殺菌効果

扉扉≡■|||■|。残存性もなく持続性もない
・ 手指の消毒は3時間・ 揮発性があり、不十分・ 残留性がある

. t\ )\t7/r>a\7rbD持続性

・ 塩素の6倍の脱臭力・ 有機物を酸化分解し脱臭・ 臭いの原因菌の除1菌
‐
で消

臭

●トウモロコシ由来の消臭成

分で臭い除去消臭力
0即効性は十分

・ 秒単位で有効
・ 即効性は十分

即効性

T面裏素よ||1姜●。比較的安価●コス
・ 相対的にやや高い・ 相対的にやや高いコスト

・ 高い除菌効果

・ 薬剤など原材料不要

・ 装置以外の設備不要

・ 有害な副生物なし

。薬剤の管理が不要

0設備簡単。低コスト
:1蹴k11鳥:|::
効果持続・■|■ ‐■■|■■|

。短時間での消毒・除菌に有

効

・ 食品に混入でもOK

。有機塩素化合物を作らない

(トリ′、ロメタン)

・ pH値で影響受けず
メリット

。使い方誤れば人体に有害

・ 気管支炎起きる可能性あり
。効果が持続しない

。濁った水に効果薄い

。塩素消毒と併せて行われる

ことが多い

.1Fffi1*r(;fr1\.+U fi3rr
必 要

・ 耐性菌産生の可能性
あり

●プラスティック、ゴム等の

素材を劣化させる

。噴霧直後の臭い

●アンモニア、アミノ化含物の

除去ができない

。水道法で不認可

・ 爆発性ガス発生に注意  .
デメリット
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・ 悪臭の元となるたん
|ばく質

を変化させ消臭 .■ |‐―・‐

・ 1分でウイルス不活化リウムでは。次亜塩素酸ナト

30秒で効果
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